Rubyにおけるメソッド実行委託 by 川ノ上 哲規
修　士　論　文　の　和　文　要　旨
研究科・専攻 大学院　　　電気通信　学研究科　　　情報工学　専攻　博士前期課程
氏　　　　名 川ノ上　哲規 学籍番号 ０７３１０１４
論 文 題 目 Rubyにおけるメソッド実行委託
 要　　旨
プロセスの負荷を分散するための手法として，Remote Method Invocation (RMI)やマイグレーショ
ンがある．しかし，RMIはメソッド呼び出しの偏りが負荷の偏りを生じさせ，マイグレーション
は，プロセス（あるいはスレッド）を移送させる度に，プロセスの実行状態を保存しなければな
らない．これらの問題を解決するために，本研究ではメソッド実行委託という負荷分散の手法を
提案する．メソッド実行委託とは，メソッド実行の単位で別のプロセスに負荷を分散する手法で
ある．メソッドを実行する直前に，そのメソッドのレシーバオブジェクト，引数オブジェクト，
および実行に必要なクラス定義を別のプロセスへ送信する．このとき，送信先となるプロセスは，
システムが委託先候補である全ての計算機の負荷を考慮し，適切と判断したものが選ばれる．メ
ソッド実行委託を利用すると，RMIで生じたような負荷の偏りは軽減される．また，実行状態を
保存する必要はないため，委託先の計算機へ送信する情報量はマイグレーションと比べて小さく
なる．
本研究では，メソッド実行委託を Rubyのライブラリとして設計，実装した．転送する Rubyオ
ブジェクトは全て Rubyが備えるMarshalモジュールによって直列化される．よって，転送でき
るオブジェクトはMarshalモジュールの仕様に依存する．そして，メソッドの実行に必要なクラ
ス定義は，実行の直前に委託先プロセスへ送信され，動的にロードされる．
最後に，いくつかの応用問題を例に挙げ，メソッド実行委託の有効性を検証した．メソッド実
行委託を利用すると，JPEG圧縮の計算（離散コサイン変換と量子化）にかかる負荷を分散する
ことができた．また，メソッド実行委託によって，動的なプロセスの立ち上げが可能なことを示
した．メソッド単位で処理を移送するため，これらの例では，転送すべきクラス定義ファイルの
サイズは全体の約 20～31%で済むことがわかった．更に，球の衝突判定を例に，メソッド実行委
託が得意としない問題について考察した．転送するオブジェクトが多量であるなど，転送時間が
長くなってしまう場合は，直列化や転送時間などのシステムのオーバヘッドが目立つことを示し
た．
